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社会へのメッセージ性の高いデザイン開発プロセスの研究
ケーススタディVIll A×IS 第 8 回「金の卵」学校選抜オールスターデザインショーケース
森下員行・山下明美・南川茂樹・中西俊介・中原嘉之
l. はじめに
デザインの未来を担う「金の卵j を一堂に紹介し、学生と社
会を結び付ける場となる「学校選抜オールスターデザインショー
ケース展」も、今年で 8 回目を迎えた。本展では、各大学から
選抜されたデザイン系学部 3 年生の作品（プロダクト、情報デザ
イン、グラフイツク他）を中心に、大学院生の作品やデザイン教
育における新しい試みを紹介しながら、社会が求めるデザイナー
の姿に対して、大学におけるデザイン教育がとごうあるべきについ
て問うものである。
2. 研究概要
現代社会が抱える様々な問題点や課題の中から、社会へのメ
ッセージ性の高いテーマを抽出し、実習課題として取り組む。そ
の成果の客観性を確認するため、外部展示会にデザイン実習の
成果を提示し、企業デザイナーおよびフリーランスデザイナー、教
育関係者などからの評価を受ける。さらにその評価情報をフィー
ドパックして PDCAサイクルを繰り返すことで、より社会ニーズに
適合したデザインプロセスに近づけてゆくことが可能になると考
える。
2.1. 1 研究対象授業
プロダクトデザイン実習田、情報デザイン実習皿、グラフイ7クデ
ザイン実習E
2 .1.2 計画日程／内容
平成 25 年 5 月 9 日 応募概要発表
平成 25 年 5 月 9 日～ 5 月 31 日 エントリー期間
平成 25 年 5 月 15 日 課題説明会実施（実習皿）
平成 25 年 7 月 LO 日 応募書類提出期限
平成 25 年 7 月 19 日 選考結果通知
平成 25 年 8 月 27 日 作品・ポートフォリオ提出期限
平成 25 年 8 月 29 日～ 9 月 8 日 アクシスギャラリー展示
平成 25 年9月 3 日～ 9月 6 日 企業フ。レゼンテーショXテ、ン、ノ一、
富士通デザイン、 島津製作所）
平成 25 年 11 月 15 日～ 1 2 月 1 日 神戸 KllTO 巡回展
平成 25 年 11 月 l 日 AXISJ 2 月号発行
平成 25 年 12 月 28 日 アクシス報告書発行
3. 研究対象展示会
3.1.1 展示会名称、：第 8 回金の卵学校選抜オールスターデザイ
ンショーケース ：「産学協同／地域連携」
3. 1.2 会期：平成 25 年 8 月 29 日 （木）～ 9 月 8 日 （日） 日 日間
3. 1. 3 会場：東京都港区六本木 5 17 1 アクシス 4F
アクシスギ、ヤラリー TEL 03 5575-8655 
*MORISHITA Masayuki デザイン工学平｜
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3.1.4 オープニングレセプション： 8 月 29 日 （木） 19: 00 ～ 21・：00
3.1 . 5 作品プレゼンテーション： I) 8 月 31 日 （土） 14: 00 ～、
2) 9 月 3 日 uc)18: 30 ～、 3) 9 月 5 日（木）JS: 30 ~ 
3.1.6 産学連携希望企業プレゼンテーション ： 8 月 29 日 16却
~ ］）株式会社ナカダイ http://www.nakadai.co.jp、 2） 株式
会社デンソー http://www.denso.eo.jp/ja/ 
3.1.7 主催・企画：アクシスギャラリー、
3 .1.8 協賛：コクヨファニチャ一株式会社、コニカミノルタテクノロ
ジーセンター株式会社、株式会社島津製作所、株式会社デン
ソ一、株式会社東芝、株式会社ナカダ、イ、 日産自動車株式会社、
日本写真印刷株式会社、富士通デザイン株式会社、株式会社
本田技術研究所、 三井ホーム株式会社
3.l.9 協力：公益社団法人日本インダストリアルデザイナー協会、公
益社団法人日本グラフイックデザイナー協会、デザイン ・
クリエイティブセンター神戸、株式会社丹青社、株式
会社 ト ウールズインターナショナル、富国紙業株式会社、
モニック株式会社、阻」O （太陽丁業株式会社）計 s f十
3 .1 . 10 後援．公益財団法人日本産業デザイン振興会
3.1.11 参加大学：岡山県立大学、金沢美術工芸大学、主
止は主、京都造形大学、慶応義塾大学、札幌市立大学、
静岡文化芸術大学、首都大学東京、情報科学芸術大学院
大学、 女子美術大学、多摩美術大学、千葉大学、筑波大学、
東京大学 I.SCHOOL、 東京造形大学、東北芸術工科大学、
宣山本主、名古屋芸術大学、名古屋市立大学、 日本大学、
法政大学、亘些主主、武蔵野美術大学、エコール・ブー
止ム主計 24 校（下線新規）
3.1.1 2 ポートフ ォリオ展示 ：参加校約 10 大学、 1 17 冊
3 .1.13 来場者数： AXIS ギャラリー 約 1 ,700 名
3.1.14 パブリシティ：日本グラフイツクデザイナー協
会ウェブサイト、登竜門（JDN）、 AXIS(VOL. 165&166）、
六本木経済新聞、 GREENS.JP、 AXIS JIKU、六木木未来
会議、他各ウェブサイト
3. 1.15 巡回展； l l 月 15 日 （金）～ 1 2 月 l 日（日） 延べ
15 日間、
会場：デザイン・クリエイテイブセンター神戸（神戸市
中央区小野浜町 i 14 ） 、 主催：デザイン・クリエイテ
イブセンター神戸（KIITO ） 、来場者数：約 540 名
参考文献：
l）アクシス「第 8 回金の卵学校選抜オールスターデザ
インショーケース」報告書， 20 1 3. 12.20
2）第 8 回アクシス「金の卵」パンフレット 2013.8.29
3) AXIS VOL.165& 1 66 ,2013 年 12 月 号， 2013.1 l. l 
研究対象課題
テーマ：「産学協同／地域連携」
概要：第 R 同のテーマは「産学共同／地域連携j。 産学
協同プロジ、エクト自体は近年大学教育として定着してき
た感があるが、内容や目的はそれぞれ異なり、実際、 企業、
学生双方にとってどんな効果をもたらしているのかを
確認するオープンな場は今までなかった。 本展参加を通
じ、社会全体で人材を育成するあり方などについて改め
て考える場とし、また学生が実際に企業や地域が直面し
ている課題をどのように解釈し、デザインで解決策を導
き出したのかを検証する。（一部主催者企画書より抜枠）
以下、大学選考された 4作品を報告する。
01 1 ）「八タケ （はちたけ） J
小原千佳：デザイン工学科プロダクトデザインコース 3 年
相手先・株式会社ミロクテクノウッド （高知県南国市）
担当教員：森下巽行授、南川茂樹准教授、中原嘉之助手
プロジェクト名 ： 株式会社ミロクテクノウッドとの産学
協同プロジェクト 。
プロジ、エクト期間： 20 13 年 5 月 ～ 2013 月 8 月
主旨：トヨタのレクサスブランドに使用されている高級
ハンドルやシフトレバーを製造する同社による持続発展
可能な経営を目指すためのプロジェ クト。匠の技と地元
の孟宗竹を利用した商品デザインおよび加工廃材を再利
用したデザインが課題。
コンセプト ： 触ることで素材の素晴ら しさを体感できる
つり革を広告媒体としてデザインした。
産学成果：企業や地域とのプロジェクトを通して、 実際
世に出る製品を作ることへの情熱を肌で感じた。 l つの
製品に対して、たくさんの人が関わり、丁寧に製品を作
り上げていている工程を間近で、見た。 それは大学生では
得 られない経験だっ た。
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01 2）「BAMBOO TILE」
西村麻里：デザイン工学科プロダクトデザインコース 3 年
相手先・株式会社ミロクテクノウッド （高知県南国市）
担当教員 ：森下虞行授、南川茂樹准教授、中原嘉之助手
プロジェクト名 ：株式会社ミロクテ クノウ ッ ドとの産学
協同プロジェクト 。
プロジェク ト期間： 2013 年 5 月 ～ 20 1 3 月 8 月
主旨：トヨタのレクサスブランドに使用されている高級
会へのメ yセージ性の高いデザイン！？日発プロセスの研究 森下良行
ハンドルや シフトレバーを製造する同社による持続発展
可能な経営を目指すためのプロジェクト。匠の技と地元
の孟宗竹を利用した商品デザインおよび加工廃材を再利
用したデザインが課題。
コンセプ ト： ミロクテクノウッドの持つ高度な加工技術
の組み合わせにより 、 タイルの造形の可能性を広げる提
案。 ま た、世界に誇る加工技術を持つ同社の存在を 日本
や全国に広めたいと考えた。
産学成果 ： 本プロジ、エク ト を通して社会に出ると有益にな
るものを生産することが求められるということを実感できた。
d云重
唱オト J事長イ
02）「WOOD mobileJ 
乾井郁香：デザイ ン工学科プロダク ト デザインコース 3 年
相手先・株式会社ビッグウイル（徳島県三好郡東みよし町）
担当教員 ： 森下良行授、南川茂樹准教授、ヰ＇ ＇·京嘉之助手
プロジェクト名 ： 株式会社ビッグウィルとの産学協同プ
ロジェク ト 。
プロジ、エ ク ト期間・ 2013 年 5 月 ～ 201 3 年 8 月
主旨： I±！：界 11止薄の！早さ 0 .23mm のつき板を使ったプロ夕、
ク 卜提案。 同社では、地域の高齢者や障がい者雇用に取
り組んでおり、高齢者や｜邸がい者の能力を活かすことも
課題。
コンセプト：木のにおいを拡散し、癒し効果を狙ったモ
ビー ル。 同社の高い技術で出来た「樹のシー ト 」の持つ
良さを最大限に生かした。 また、 単純作業でつくれるた
め、地域雇用にも貢献できる。
産学効果 ： i産学共同ということで、 今まで授業として行
ってきたデザインとは大きく異なる点があった。 それは、
梓｜手企業の思いがデザインに関係してくるということだ。
工場見学に行き、社長に直接話を伺い、その企業が持つ
技術、背景をプロダクトに織り込むことで、ストーリー
からつくるデザインを学ぶことが出来た。
。 一@ 
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03 ） 「白小 zoo 」
延藤由美加：造形デザイン学科グラフイツクデザインコ
ース 3 年
相手先・株式会社さっき屋 （岡山県新見市）
担当教員：山下明美教授、中西俊介准教授
プロジェ クト名：備中白小豆のプランデイング
プロジェクト実施期間： 2013 年 5 月～ 20 1 3 年 1 1 月
主旨：高級和菓子の原料として使われているが、 認知度
が低い備中白小石の新しい魅力を発見し、商品開発の可
能性やコミュニケーションツールの開発提案を行う 。
コンセプト：白小豆という名前を多くの人に覚えてもら
うことや和菓子を身近に感じてもらう目的で、架空の白
い動物のみで構成された動物園“白小 zoo”を商品提
案した。
産学成果：今回直接話を伺ったさっき屋は、学生以上に
地元を良くしていこうという熱い思いを持っており、気
がつくと自分もその熱をもらって、日に日にプロジェク
トに対する向上心が強くなっていった。 その地に訪れ調
査する日で見ると、初めて他の地域との明確な違い （特
徴） が見えてくるのだということを、身をもって感じる
ことができた。
作品展示
AXIS 第 8 回「金の卵j 学校選抜オールスターデザイン
ショーケース展の会場風景を報告する （図 l ～ 2)
区1 1 会場の椋子 （アクシスギャラリー）
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図2 会場の桜子（神戸巡回展～デザインクリエイティブセンター神戸）
アクシスギャラリーオープニング会場での本学生のプレ
ゼンテーションと展示を報告する （図 3 ～ 5 )
1£113 「八タケ （はちたけ）」 小原千佳
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